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注）工場内のフォークリフトの燃料など、生産に直結しないエネルギーも算出範囲に
含んでいます。また、発熱量の係数を省エネルギー法に基づいて計算しています。
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カレット使用量　2017年度の当社におけるカレット使用量の合計は、
39.1万tで、ガラス溶融量に占めるカレットの割合は
73.3%でした。当社では、工場で発生したカレットはすべ
て、原料として再使用するとともに、市中から回収するカ
レットの確保に取り組んでおり、カレット使用量の数値は
それらを合計したものです。
　さらなるカレットの確保のために自治体やカレット業
者からの情報収集を強化しています。

　ガラスびんカンパニーの2017年度のCO2排出量は、
前年度と比較して2.1％の減少となり、プラスチックカン
パニーの2017年度のCO2排出量は前年度と比較して
増減はありませんでした。

　ガラスびんカンパニーの2017年度のエネルギー使用
量は前年度と比較して0.7％の減少、プラスチックカンパ
ニーの2017年度のエネルギー使用量は前年度と比較し
て6.9％の増加となりました。これには、ガラスびんカンパ
ニーで溶解炉の補修および更新があったことと、プラス
チックカンパニーでの生産量が増加したことが影響して
います。老朽化し燃費効率が悪化した溶解炉は、順次更新
し省エネ性能を向上させる予定です。また高効率機器の
導入や圧縮空気漏れの調査および修理など日 の々取り組み
によりエネルギー使用量削減を目指します。
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大気汚染防止の取り組み
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用水・排水削減の取り組み ガラスびんカンパニー3工場・プラスチックカンパニー2工場
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　2017年度の、ガラスびんカンパニーの用水使用量は
488千m3、排水量は156千m3で前年度比はそれぞれ
5.1％減、11.9％減となりました。

　2017年度の、プラスチックカンパニーの用水使用量
は33千m3、排水量は1千m3で、前年度比はそれぞれ
増減はありませんでした。

　2017年度のSOx排出量は411t、NOx排出量は1,100t、
ばいじん排出量は18tでした。
　SOx、ばいじんは脱硫設備や電気集塵機およびバグ
フィルターなどの排ガス処理設備の維持管理によって、
排出レベルを抑えています。NOxは大阪府立大学と共同
で低減技術を開発中で、2017年度は工場での実証実験を
成功させました。今後は規模を拡大した実証実験を計画
しており、実機導入を目指し、継続して開発に取り組んで
います。

2



環境データ集 2018

廃棄物削減の取り組み
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　ガラスびんカンパニーの2017年度の廃棄物総量は
5,241t、再資源化物量は4,640tで、廃棄物総量の前年度
比は2.1％増となりました。これには、2基の溶解炉更新
工事を行ったことが影響しています。再資源化向上のた
め、再資源化可能な業者選定、工場内に持ち込んだごみ
の持ち帰り、エコキャップ運動への参加、家庭からの空き
びん回収促進などの取り組みを継続していきます。
　プラスチックカンパニーの2017年度の廃棄物総量は
989t、再資源化物量は972tで、廃棄物総量の前年度比
は3.3％減となりました。
　その結果、ガラスびんカンパニーとプラスチックカンパ
ニーをあわせた再資源化率は90％となり、前年度比3％
減となりました。

　PRTR対象物質については、適切な管理と届出を徹底
するとともに、環境負荷の低減に努めています。

　PCBについては、適切な保管管理を徹底しています。
保管中のPCB含有機器については認定処理施設において
順次適正な処理の手続きを進めています。PCB特措法改
正に対応すべく、2017年度も引き続き社内で掘り起こし
調査を行った結果、保管台数が増加しました。調査は
2018年度で完了する予定ですが、調査・分析の結果さら
に増えた場合でも、適正に処理を進めていきます。

▼2017年度のPRTR対象物質集計結果

▼2017年度のPCB対象物質集計結果

※1 PRTRとは（化学物質排出移動量届出制度）
　   （Pollutant Release and Transfer Register）のことです。

注）届出の対象は、特定化学物質では取扱量が0.5t/年以上、第一種化学物質では
取扱量が1t/年以上となっています。集計量は、日本山村硝子各工場の合計値
となっています。

※2 PCBとはポリ塩化ビフェニル（Poly Chlorinated Biphenyl）のことです。
高圧トランス、高圧コンデンサ、安定器の絶縁油などに使用されたものです。
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